
１．はじめに
革新的な解決策を確実に手に入れるための手法

TRIZ1、2）について、本誌2013年8月号3）で、またそ
の実践のための手法USIT4､ 5）については本誌
2013年12月号6）でその重要性、必要性とともに概
要を述べています。

非常に困難な課題に直面した時や、満足できる
答になかなか辿りつけずに時間をいたずらに費やし
てしまっているようなケースでは上記のTRIZや
USITで検討することが望ましいのですが、標準的
には半日の会合を6〜7回要します。困難な課題の
場合にはそれでも十二分に短時間での解決と言え
ると思いますが、日常的な「ちょっとした問題」に対し
てはそこまで時間をかけないで解決したいところで
す。

TRIZやUSITを何度か試行された方や発明手
法を実行し訓練を積んできた方には、問題を切り分
け、課題を設定してアイデアを発想する手順が身に
ついているので、日常的な「ちょっとした問題」に対
しても短時間での解決も可能ですが、TRIZ手法
に不慣れな方にとっては、解決案までたどりつくのは
なかなか困難な作業になってしまいがちです。

日常的に扱われる「困っていること」は、その中に
潜んでいる矛盾を捉えて解決することで、問題を解
消できることが多いのです。

問題を起こしている現象を矛盾の観点で捉え、
その解決法をガイドすることで、TRIZやUSITに対
して馴染みのない初心者でも時間をかけることなく
簡便に解消できる方法を以下に述べます。
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２．「矛盾」とは
矛盾とは、目の前にある問題を解決しようとすると、

そのシステムの別の部分で不都合が生じてしまい、
あちらを立てればこちらが立たないという状況におち
いることです。

例えば、電気掃除機でゴミを強力に取るために
吸引力を強くしたいが、床面や絨毯に吸い付いてし
まい掃除機の操作がしにくくなってしまうので、操作
しにくいようにならずに吸引力を上げてゴミが取れる
ようにしたい、というような状況があるとします。

矛盾を捉えるには、良くしたいことつまり何がした
いのか、を明確にすることが必要です。先の掃除
機の例では「吸引力を強くしてゴミを吸い取る」で
す。この特性を強くしようとすると別の面での不都
合面「床面や絨毯に吸い付いてしまい、掃除機の
操作がしにくくなってしまうこと」が生じてしまい、「吸
引力を強くすること」と「操作しやすさ」とが矛盾して
いることになります。

TRIZの創始者G.Altshullerによって、このよう
な矛盾の解決には改良したい特性orその際に悪化
する特性は39のパラメーターとして、またその解決

表2　新矛盾マトリックス（機能）９）

表3　新矛盾マトリックス
　　  （設計）９）
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には40の発明原理を用い、そのうちのどれを使った
らよいのかがマトリックス（Altshuller版矛盾マトリッ
クス）として用意されています1､ 2）。発明原理とは解
決策を考えるための指標です。

また、D.Mannら７）は特許分析を更に進めた結
果、改良したいor悪化するパラメーターは48に細
分化され、48ｘ48のマトリックス（Matrix2003）から
発明原理を選択するようにしています。

Altshuller版矛盾マトリックスやMatrix2003を用
いて矛盾を解決することもできますが、改良or悪化
する特性に何を選んだらよいかが分らないことが多
いので、ここでは何をパラメーターとして用いたらよ
いか、また発明原理をどのように利用していったらよ
いのかを分りやすい形で示されたもの8､ 9）を説明しま
す。

３．矛盾に関するパラメーター
開発の上流段階ではシステムの働きや各要素に

要求される機能を考える場合が多く、そこでは機能
的な特性に関する問題を想定することが考えられま
する。また、開発設計が進んだ段階では、具体的
な実現手段に関する問題が中心になりまする。そこ
で、このような２タイプの活用段階に対応できるよう
に、機能パラメーターと設計パラメーターとに再編成
しました。

機能パラメーターを選択する観点は表1に示しま
した。共通の観点の他、各利用分野毎の観点も
併記したのでこれらを参照して下さい。表３で用い
る設計パラメーターは重量や長さなど文字通りなの
でガイドは省略しています。

AltshullerやMatrix 2003のパラメーターを、観
点を明確にして整理統合することで問題文の中か
ら抽出することが容易になり、またパラメーターの利
用ガイド（表１）を用意することで、更に使いやすく
なっています。

表４　発明原理９）
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4．発明原理
矛盾を解消するための指標が発明原理です。こ

れらを表4にまとめます。Altshullerの発明原理は
類似のものが並列されているため、初心者はどちら
を使ったらよいか迷ってしまうと思いますので、整理
統合して分りやすくしてあります9）。

5．矛盾解決のやりかた
例で示します。前述の掃除機の問題で、「吸引

力を強くしてゴミを吸い取る」と「操作しやすさ」の矛
盾の解消には新矛盾マトリックス（機能）を用いま
す。良化したい特性「吸引力を強くしてゴミを吸い
取る」にはF10の物質の量を、その際に悪化する
特性「操作しやすさ」にはF4の操作の容易性を選
択します。表2から発明原理1､ 4､ 8､ 12､ 16､ 21､ 22､ 
24､ 25が得られ、下記のアイデアが生み出せます。

・発明原理1：分割/分離原理から、吸い取り口
の外から全て吸気を取り込むのではなく、吸気
蛇腹を二重にし排気の一部を外側から戻して、
それで床面を叩き吸い取るようにする。

・発明原理4：代用/置換原理から、ゴミを取る
ために空気流れを用いるのではなく、静電気を
用いる。あるいは空気流と静電気の併用をする。

・発明原理8：未然防止原理＆21：つりあい原
理から、吸引力に応じて吸引口の下の隙間が
変わるようにする。

・発明原理12：セルフサービス原理から上記1と
同じく排気を吸気に利用する。

・発明原理16：局所性質原理＆発明原理24：特
性変更原理（＆発明原理1：分割/分離原理）
から、吸引口を二重にし外側は床との距離を保
ち空気流量を確保できる硬質のカバーを、内側
には風量で動く柔軟性のある薄板を用いる。

・発明原理22：振動原理から、床面を叩きなが
ら吸引することでゴミを効率よく吸引しやすくする。

・発明原理25：仲介原理から、吸引口の下に
小車輪を設けて床や絨毯に吸い付かないよう
にする。

等の解が考えられます。
このように、表2や表3の良くしたい特性（表2の場

合は表1を参照）と、その時悪化する特性との交点
から発明原理が得られ、発明原理を指標として解
決策を考えることができます。
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